
 

 

２０２６年１月２７日 

 

 

新幹線車両の水タンク床下フサギ板が落失していた事象について 
 

 

 １月２４日１時４０分頃、東日本旅客鉄道株式会社新幹線総合車両センター構内におい

て、当社が所有するＨ５系の１０号車床下にある水タンクのフサギ板が付いていないこと

が判明しました。 

 ご利用のお客様には、ご不安な思いをおかけいたしましたことをお詫び申し上げます。 

 

 

１．発見日時 ２０２６年１月２４日（土）１時４０分頃 

 

２．判明場所 東日本旅客鉄道株式会社 新幹線総合車両センター 

       （宮城県宮城郡利府町利府字新谷地脇） 

  

３．概  況 １月２３日２０時５９分頃、「はやぶさ３６号」車掌から、床下から擦れる

ような音がした旨の申告が指令室にありました。連絡を受けて東日本旅客

鉄道株式会社新幹線総合車両センター入区後に点検したところ、１０号車

床下にある水タンクのフサギ板が付いていないことを認めました。なお、当

該のフサギ板については現在のところ見つかっておりません。また、お客様、

乗務員にけがはありませんでした。 

 

４．関係列車 １月２３日（金）新青森１７時４４分発 東京行き はやぶさ３６号 

 （Ｈ５系１０両編成  定員７１５名、乗車約６８０名） 

 

５．原  因 調査中 

 

６．緊急対策 Ｈ５系について、床下フサギ板の取付状態の一斉点検を実施し、１月２５日

までに異常がないことを確認しました。 
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○ 編成図 

 

 

 

 

 

○ 正常時と発見時の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

  

 

←東京方 新函館北斗方→ 

【正常な状態】 

フサギ板が付いている 

（約５８ｃｍ×７３ｃｍ、約５ｋｇ） 

【発見時の状態】 

フサギ板が付いていない 

写真：JR東日本提供 

   10 号車 


